
第２号様式 

 

システム運用保守要件 

 

１ システム保守 

  下記事項に係る保守・運用について十分なサポートが可能であること。 

 ⑴ 誤動作によるデータ喪失時のリカバリ 

 ⑵ 障害発生時の迅速な復旧支援 

 ⑶ 機器の障害切分・保守 

 ⑷ その他システム保守にかかる一切の障害切分、迅速な保守及びその手配 

 ⑸ その他運用における負担軽減に対する積極的な対応 

 ⑹ 最新のシステムを定期リリース（バージョンアップ）すること。 

 ⑺ インストール作業が発生する場合は提案事業者により通常の保守範囲内で作業を実施する

こと。 

⑻ 制度改正等により、システムを修正する場合には、当市と提案事業者で協議の上、対応す

ること。 

 ⑼ システムのバージョンアップ等により、マニュアルに変更が生じた場合には、速やかに最

新版を提供すること。 

 ⑽ システム及び運用形態、さらに業務知識に精通したＳＥに連絡が取れる体制を整えること

（平日９：００～１７：００は迅速に連絡が取れること） 

 ⑾ システムの操作方法等の対応としてヘルプデスク等の窓口が開設されており、対応のレス

ポンスがよいこと。また、電話・ＦＡＸ・メール等の多様な連絡方法による対応がとれるこ

と。 

 ⑿ システム障害時の対応だけではなく、公営企業会計に精通した公認会計士による業務的な

サポ―トを行うこと。 

⒀ その他、常に安定して稼動し、業務に支障が無いよう定期的にシステムを保守すること。 

 

２ その他の保守 

 ⑴ 提案事業者は対象システム及び機器等に、当市が他社ソフトの追加や機器増設を希望する

場合には、相談及び支援を行うものとする。 

 ⑵ 提案事業者は、システム使用者（担当者）が異動等により変更された場合に、基本的な操

作や運用方法の操作説明を適宜実施すること。 

 ⑶ 提案事業者は、対象システムに対し、法改正・制度改正による改良、機能改善と追加及び

性能の改善が施された場合には、当市の要求に応じ、改良版及びそのマニュアルを提供する

こと。 


